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（４）大蔵第二運動場の管理及び運営
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（２）体力・基礎運動能力　
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記録会、レディースバレーボール大会、ドッジボー
ル大会、世田谷陸上競技会

（２）元旦あるこう会

（１）区民スポーツまつり

（11）池尻小学校東側体育館の運営
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 ③子どもスポーツイベント
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 ⑤多摩川流域スポーツ大会

（５）小・中学校及び民間等スポーツ開放施設の運営

（８）障害者スポーツ・
レクリエーション推進事業

 ⑥親子スポーツ観戦デー

 ①高齢者の生涯健康推進事業

 ②中高年の生涯健康推進事業
（７）生涯健康推進事業
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１ 総括  
 

財団法人世田谷区スポーツ振興財団は、生涯スポーツ社会の形成に寄与することを目

的に平成１１年２月に設立され１３年が経過した。この間、「世田谷区スポーツビジョ

ン２１調整計画」や「財団法人世田谷区スポーツ振興財団経営改善計画」を策定し、効

率的かつ柔軟な財団運営を行うとともに、適正で透明性の確保に努めてきた。 

一方、社会情勢や財政状況が大きく変化する中、平成２０年１２月に「公益法人制度

改革関連３法」が施行された。その法律の施行に伴い、当財団では、区内のスポーツ振

興について、信頼性、確実性、公平性をさらに推進するために、公益財団法人としての

認定を目指してさまざまな準備をしてきたところである。この着実な取り組みの結果、

平成２３年３月２３日に東京都から公益財団法人の認定通知を受けとり、平成２３年４

月１日に登記を完了した。今後、益々公益性を高めた事業展開を目指していく。 

しかしながら、平成２２年５月には大蔵運動場水泳場の委託業者社員による利用料金

の着服事件が発覚した。当財団としては、事件の再発防止と区民の信頼回復、執行体制

の適正化を図るため、事件に対する迅速な対応を図った。また、職員の意識向上のため

財団内に活性化委員会を設置し、組織・執行体制の改善、事務事業の見直し、管理運営

体制について職員全員体制で検討を行い、１０月より大蔵運動場水泳場及び千歳温水プ

ールの管理運営について、委託業者との契約解除及び財団直営化体制に変更するととも

に、チェック体制の強化など事務執行の改善を図った。 

さて、平成２３年３月１１日に発生の東日本大震災においては、地震直後の利用者の

安全確保を図るとともに、区からの指示により帰宅困難者に対応するために、大蔵第二

運動場一階ロビーを休憩室として提供するなどの速やかで丁寧な対応を図った。さらに

３月１２日以降は、余震の影響や節電等の社会情勢を鑑みて一部の施設を除き利用を停

止とし、あわせて一部の事業は休止とせざるを得なかった。今までに経験のない事態で

はあったが、区と連携を図りながら、円滑な運営に努めた。 

その結果、平成２２年度決算の主な状況として、収入の面においては、震災の影響は

あったものの事業運営収益では平成２１年度比で約７５，６４７千円の増収（７０．１％

増）となった。これは、「世田谷ジュニアアカデミー」のカテゴリの拡大や大蔵第二運

動場で実施したゴルフ個人レッスンなどの新規事業により参加費収入が大幅に当初の

見込みを上回った。一方、施設利用料金収益については、国体のテニス、ソフトテニス

会場のための施設改修によりテニスコートが３ヶ月間利用できない期間があったこと

や震災の影響により平成２１年度比で約１８，１９５千円（７．８％減）の減収となっ

た。経常収益合計では事業運営収益と大蔵第二運動場の受託事業収益も影響し平成２１

年度比で約２４９，６４４千円の増収（１７．６％増）となった。 

また、利用者還元を目的に積立を行っている「施設活性化積立金」を活用し、利用者

の安全面の充実を図るために大蔵運動場水泳場及び千歳温水プールに災害時における

物品として毛布や防寒シート等の備蓄を行った。これからも区民ニーズの把握に努め、

必要な改修等のサービス向上に積立金を活用し、一人でも多くの区民が気持ちよく利用

できる施設運営を行っていくこととしている。 

このようなことを踏まえて、さらに安全安心で快適な施設を目指していくとともに、

区民ニーズを反映する事業の展開を図り、適切で透明性の高い財団運営に努め「生涯ス

ポーツ社会」の形成を推進していく。 



《自主事業の主な実績》 

１． 子どもから高齢者までの幅広い区民ニーズや教室参加状況を考慮しつつ、初心

者・初級者、中級者などの参加者のテーマ別の教室や小・中学生や高校生以上、障

害のある方などのライフステージにあわせた「各種スポーツ教室」を実施した。 
 

２． フィットネス教室では、いつでも気軽に参加できるフリー型プログラムと種目及

び回数等を設定したコース型プログラムを展開し、延べ５２，５５７名の参加があ

った。また、子育て中の方にも安心して参加できるよう託児サービス付きの教室を

開催し、多くの利用があった。 
 

３． 「走る・跳ぶ・投げる・蹴る」といった子どもの体力・基礎運動能力向上を目的

に年間を通した事業「世田谷ジュニアアカデミー」を行った。これまでの「アスレ

ティクス」、「フットボール」、「器械運動」の３種目に加え、総合監修にシドニーオ

リンピック柔道金メダリストの瀧本誠氏を迎えた「世田谷柔道アカデミー」、元読

売ジャイアンツの福王昭仁氏などジャイアンツアカデミーコーチ陣による「Giants 

Method 世田谷ベースボールアカデミー」が新たに加わり、５種目により実施した。 

   子どもたちは、遊び的要素などを取り入れ楽しく参加する中で、人間の基礎的な

運動能力の向上に取り組むとともに、一流の講師陣による心の成長、人間力の育成

を図った。 

    

４． 「第６０回世田谷区民体育大会」は、５月１５日の馬術競技から２月６日の卓球

競技まで、計３４種目、延べ３２，６０２名の参加者があり、各競技大会で熱戦が

繰り広げられた。 
 

５． 「第６３回東京都民体育大会」は、陸上競技男子・弓道男子・アーチュリー男子・

バスケットボール女子・スキー女子・ハンドボール男子女子・尐林寺拳法女子で種

目優勝を果たした。総合成績は女子が総合第２位、男子は見事総合優勝を飾り、高

松宮殿下杯を賜った。 
 

６． 「第５回世田谷２４６ハーフマラソン」は、区を代表するスポーツイベントとし

て定着し、多くの区民・ランナーに支持される大会として、箱根駅伝出場の大学選

手をはじめ、多くの選手・市民ランナーが参加した。ハーフマラソンの部では定員

をこれまでの１，０００名から１，５００名に拡大し募集したところ、約７，００

０名もの応募があり、また健康マラソンも約４．４ｋｍの部と約１．７ｋｍの部を

実施し、こちらも定員を大きく上回る応募があった。 

   大会当日は、駒沢オリンピック公園陸上競技場が工事で使用できなかったが、公

園内の園路等にコースを変更し、沿道の応援者を含め、約５４,０００名の方々が

このイベントを盛り上げ、事故もなく盛大に大会を運営した。 

 

７． 「多摩川流域スポーツ大会」は、世田谷区内の子どもたちと、多摩川沿いの自治

体代表チームとの交流を目的に、野球、サッカー及びバレーボール大会を実施し、

３種目で計７７チーム、約１，３００人が参加した。 



    

８． 「区民スポーツまつり」は、子どもから高齢者まで障害のある方もだれもが気軽

に楽しめるスポーツイベントとして開催した。賛助会員を中心とした実行委員が６

月から企画検討会議を開き、準備を重ねてきた。 

当日は天候にも恵まれた中、２２年２月より区施設となった大蔵第二運動場では、

区内のみどり率３３％を目指す取り組みと連動して、ＰＥＴボトルキャップと引き

換えで約１，５００人の来場者に花の種を配布したり、陸上競技場や野球場などで

は様々なスポーツの体験コーナーやチャレンジコーナーを実施するなど盛大に催

され、親子連れなど約２８,０００名の区民が来場しスポーツ・レクリエーション

を楽しんだ。  

 

９． 「総合型地域スポーツクラブ育成」は、区内４地域５つの総合型地域スポーツク

ラブに物品助成を行った。また、総合型地域スポーツクラブを目指しているクラブ

には各地域の体育指導委員と連携し、設立準備支援を行った。 

 

《受託事業の主な実績》 

１． 平成２１年度から総合運動場（二子玉川緑地運動場含む）と千歳温水プールは、

それぞれ３年間と５年間の期間で二期目の指定管理者を受け、平成２２年度はとも

に２年目を迎えた。 

 また、平成２２年１月２６日にオープンした大蔵第二運動場は、丸々１年間の施

設の管理運営を行った。 

尾山台地域体育館及び４中学校（太子堂、玉川、烏山、梅丘）の温水プールをは

じめとする小・中学校及び民間等スポーツ開放施設については、引き続き運営業務

を受託した。 

 

２． 大蔵運動場の年間利用者数は、７０８,５１４名（前年比３５,１２３名減）であ

った。２２年度は３月の大震災による施設の閉鎖や節電に配慮した時間短縮開放が

影響し、各施設において利用者数は前年度比減っている。そのなかで財団自主事業

の拡大により、体育館、第１武道場、会議室兼軽運動室の利用者数は１０６，９３

３名と前年比２，２３８名の増となった。また野球場、陸上競技場も１１０，７４

５名と前年比２，７９３名の増となっている。二子玉川緑地運動場は、１５５，３

０８名と前年比１，４４６名の増となった。千歳温水プールにおいては、年間利用

者数は２８４,１３９名と前年比１５,４９７名の減となった。 

 

３.  大蔵第二運動場は、体育館、トレーニングルーム、テニスコート、ゴルフ練習場、

宿泊室等の利用人数は、平成２２年度は４１７，４７５名の利用があった。 

 

４． 中学校温水プール（太子堂、玉川、烏山、梅丘）と地域体育館（尾山台、八幡山）

の年間利用者数は、２７１，０９２名と前年比４２０名の減となった。 

小・中学校及び民間等スポーツ開放施設の運営について、年間利用団体数は２８，

４９６団体と前年比４，２４９団体の減となった。 



２　事業の状況

　　平成２２年度は下記の事業を実施した。

①各種スポーツ教室

       に寄与する。

定員 応募者数 延参加者数

40 38 159

　毎週日曜日 全5日
20組40名 8組17名 31

　毎週月曜日 全5日
30 31 174

  毎週火・水・木曜日 　　全6日
40 54 172

　毎週土曜日 全5日
40 11 参加者数　11

　金曜～日曜日 2泊3日
20 14 64

　毎週日曜日 全6日
30 38 142

　毎週土曜日 全5日
30 21 72

　毎週水曜日 全5日
20 24 77

　毎週水曜日 全6日
30 35 114

　毎週土曜日 全5日
20 13 31

　毎週土曜日 全4日

シ ョ ー ト
テ ニ ス

平成22年10月6日

平成23年1月23日～

平成22年6月19日

ニ ュ ー 文 化 ビ リ ヤ ー ド

平成22年10月9日 小 学 生 以 上
深 沢 中 学 校 体 育 館

平成22年7月3日

１ ８ 歳 以 上

平成22年9月11日～

平成23年2月27日
大 蔵 運 動 場 庭 球 場

小 学 生 以 上

高 校 生 相 当 以 上

奥 沢 区 民 セ ン タ ー 第 一 会 議 室

平成22年6月17日 中 学 生 以 上

等 々 力 小 学 校 体 育 館

代 田 小 学 校 体 育 館

小 学 ４ 年 生 以 上

太 子 堂 小 学 校 体 育 館

5/24、6/14は除
く

大 場 財 団 弓 道 場

平成22年6月28日

平成22年6月8日～

目的：初心者・初級者、中級者、ジュニア等の対象者別にスポーツ・レクリエーション教室を開催し、スポーツ・レク

実　施　年　月　日

弓 道

平成22年5月17日～
親 子 体 操

備　考
会　　　　　　　場

ア ー チ ェ リ ー
平成22年4月4日～

１ 歳 半 ～ ４ 歳 児 と そ の 保 護 者

な ぎ な た

平成22年9月8日～

目的：子どもから高齢者・障害者・外国人まで、個々のレベルにあった教室、大会等各種事業を展開し、区民のス

目的：基本的技術の習得、健康増進、体力向上を図るとともに、スポーツ・レクリエーションに親しむきっかけづくり

　　　リエーション活動の推進を図る。

       ポーツ及びレクリエーション活動の振興を図る。

（１）事業名　スポーツ教室

対　　　　　　　象

ソ フ ト
バ レ ー ボ ー ル

平成22年5月15日～

平成22年6月5日～

卓 球

バ ド ミ ン ト ン

平成22年5月19日～
平成22年6月23日

ビ リ ヤ ー ド
平成23年2月12日～
平成23年3月5日

5/29は除く

小 学 生 以 上

ソ フ ト テ ニ ス

4/29のみ祝日
平成22年4月29日 小 学 ５ 年 生 以 上

大 蔵 運 動 場 洋 弓 場

笹 原 小 学 校 体 育 館

ス キ ー
平成23年2月4日～

中 学 生 以 上

平成23年2月6日 １ ８ 歳 以 上
志 賀 高 原 焼 額 山 ス キ ー 場

１ スポーツ及びレクリエーション振興事業（第１号事業）



定員 応募者数 延参加者数

30 31 108

　毎週日曜日 全4日

②だれでも、ひとりでも参加できる教室

目的：誰でも自由に、または継続的に参加できる各種教室を開催し、区民のスポーツ・レクリエーション活動への
       参加意欲の向上を図る。

定員 応募者数 延参加者数

25 ― 2,136

　毎週月・水・木曜日 全86日

40/60 ― 4,858

　月・水・木･金曜日 全136日

20/25/30 ― 10,639

　日～土曜日 全335日

30 ― 10,398

 日曜・休日を除く 全273日

18/20/25 ― 13,722

　月～金曜日 全189日

30 ― 16,640

　月～土曜日 全267日

30/35/40 ― 6,220

　月～土曜日 全231日

― ― 2,247

　毎週木曜日 全38日

― ― 355

　毎週土曜日 全12日

― ― 423

　毎週土曜日 全12日

― ― 778

　毎月第1・3水曜日 全22日

224 836 4,920

　月・水・金(全5期） 全120日

制 限 な し

千 歳 温 水 プ ー ル 集 会 室

対　　　　　　　象

アクアフィットネス
千 歳 温 水 プ ー ル

高 校 生 相 当 以 上

平成22年4月1日～

通年

※子ども・親子・成
人向け教室
うち託児サービス
512名含む

平成23年3月31日

大 蔵 第 二 運 動 場 体 育 館
震災の影響で
3/16は中止

制 限 な し

平成22年4月1日～

高 校 生 相 当 以 上

制 限 な し

大蔵運動場体育室／会議室兼軽運動室

平成23年3月31日

平成23年3月16日

平成23年3月30日

実　施　年　月　日

バ ド ミ ン ト ン
卓 球

平成22年4月7日～

平成23年3月31日

平成23年3月24日 中 級 者 ま で

希 望 丘 中 学 校 格 技 室

桜 丘 中 学 校 体 育 館

大 蔵 第 二 運 動 場 庭 球 場

気 功 ･ 太 極 拳

平成22年7月3日

平成22年4月15日～

社 交 ダ ン ス

フ ィ ッ ト ネ ス
( コ ー ス 型 )

平成22年11月27日

平成22年9月4日～

平成22年4月1日～

平成23年3月31日

平成22年4月1日～

平成23年3月31日

中 級 者 ま で

制 限 な し

大蔵第二運動場トレーニングルーム

中 級 者 ま で

平成23年3月31日

平成22年4月1日～

千 歳 温 水 プ ー ル 体 育 室
平成22年4月9日～

ボ ウ リ ン グ 平成22年6月27日
オ ー ク ラ ラ ン ド

対　　　　　　　象

太 子 堂 中 学 校 体 育 館

高 校 生 相 当 以 上

備　考

7月第1水曜日～9月第3月
曜日・祝日・休館日を除く
震災の影響により3/11以降
は中止

備　考

会　　　　　　　場

高 校 生 相 当 以 上

6/12は除く

平成22年6月6日～

4/29、5/6,20、7/8、
8/12,19、9/23、12/23,30、
3/10,17は除く
震災の影響で3/24は中止

7月・8月・祝日・休
館日を除く
震災の影響により
3/12以降は中止

平成22年4月1日～

会　　　　　　　場

大 蔵 運 動 場 水 泳 場

震災の影響により
3/12以降は中止

※子ども・親子・成人向け教
室うち託児サービス326名
含む
震災の影響により3/11以降
は中止

小 学 ４ 年 生 以 上

平成22年4月10日～

10/30は除く

１ ８ 歳 以 上デ イ タ イ ム テ ニ ス

平成22年4月2日～

4/30、5/3,5は除
く

平成23年3月23日

大蔵運動場体育室／会議室兼軽運動室

実　施　年　月　日

フ ィ ッ ト ネ ス
（ フ リ ー ）



定員 応募者数 延参加者数

72 381 2,254

  毎週水・金曜日（全6期） 全81日

40 214 1,364

　毎週金曜日(全6期） 全46日

40 342 1,366

　毎週火曜日(全12期） 全42日

40 71 643

　毎週火曜日(全12期） 全42日

― ― 2,967

　火曜～日曜日 全337日

514 ― 6,920

　月曜～土曜日 全270日

10 9 49

　毎週水曜日 全8日

10 25 60

　毎週土曜日 全8日

10 17 67

　毎週土曜日 全8日

10 7 33

　毎週水曜日 全8日

10 18 69

　毎週土曜日 全8日

10 8 58

　毎週水曜日 全8日

会　　　　　　　場

１ ８ 歳 以 上

１ ８ 歳 以 上

千 歳 ゴ ル フ セ ン タ ー

ニ ュ ー 成 城 ゴ ル フ セ ン タ ー

平成23年3月5日 １ ８ 歳 以 上

１ ８ 歳 以 上

ニ ュ ー 成 城 ゴ ル フ セ ン タ ー

備　考対　　　　　　　象

平成23年1月15日～

平成22年11月6日

平成23年3月31日

平成22年4月6日～

１ ８ 歳 以 上

平成22年9月11日～

台風の影響により
10/30は中止

大 蔵 第 二 運 動 場 庭 球 場

千 歳 ゴ ル フ セ ン タ ー

実　施　年　月　日

平成22年4月1日～
制 限 な し

５ 歳 以 上

震災の影響により
3/16は中止
代替日として3/28実
施

震災の影響により
3/14以降は中止

ゴルフ個人レッスン
大蔵 第 二運 動場 ゴル フ 練 習場

平成22年4月7日～

大 蔵 第 二 運 動 場 体 育 館

平成22年4月6日～ 5/4、6/15、１2/28は
除く
震災の影響により
3/15,22は中止

平成23年3月22日 中 学 生 ～ 高 校 生 相 当

大 蔵 第 二 運 動 場 体 育 館

レ デ ィ ー ス
バ レ ー ボ ー ル

平成22年4月2日～

震災の影響により
3/18は中止

平成23年3月25日 女 性

平成23年1月26日～

震災の影響により
3/12以降は中止

平成23年3月31日 中 学 生 以 上
大蔵 第 二運 動場 ゴル フ 練 習場

ナ イ タ ー テ ニ ス

4/16、5/19,26は雨
天中止
震災の影響により
3/11以降は中止

平成23年3月22日 ４ 歳 ～ 小 学 生

大 蔵 第 二 運 動 場 体 育 館

ゴ ル フ 教 室

千 歳 ゴ ル フ セ ン タ ー

ゴ ル フ ス ク ー ル
平成22年4月1日～

ニ ュ ー 成 城 ゴ ル フ セ ン タ ー

平成23年3月23日

5/4、6/15、12/28は
除く
震災の影響により
3/15,22は中止

平成22年5月19日～

平成22年7月7日 １ ８ 歳 以 上

平成22年5月22日～

平成22年7月10日

平成23年3月30日

平成22年9月29日～

10/20、11/10は除く
11/11は木曜日

平成22年11月24日

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル



（２）事業名　体力・基礎運動能力向上事業

目的：「走る・跳ぶ・投げる・歩く・泳ぐ」といった基礎的運動能力の向上を図り、子どもから高齢者までの多種多様
　　　なスポーツ・レクリエーション活動を支える体力の基盤づくりを推進する。

①子どもの体力・基礎運動向上事業

目的：「走る・跳ぶ・投げる」といった子ども達の基礎的運動能力と体力の向上を目的とする。

定員 応募者数 延参加者数

150 229参加者数　149

　祝日 1日
120 134 2,995

　原則毎週水曜日 全46日
320 296 9,644

　原則毎週火・水曜日 全44日
85 104 2,535

　原則毎週木曜日 全46日
60 29 1,002

　原則毎週火曜日 全46日
Giants　Method 96 367 3,425

　原則毎週水曜日 全46日
Lifesaving　　Spirit 140 95 参加者数　80

　日曜日 1日
60 26 参加者数　19

　土曜日 1日
50 5 ―

　火曜～木曜日 全3日

②成人・高齢者の体力・基礎運動向上事業

目的：基礎的運動能力と体力の向上を図り、スポーツ・レクリエーション活動を支える基礎体力づくりを目的とする。

定員 応募者数 延参加者数

60 24 参加者数　18

　土曜日 1日
60 90 参加者数　66

　土曜日 1日
240 233 1,649

世 田 谷 ス イ ミ ング
アカデミー体験会

世田谷ベースボール
ア カ デ ミ ー

世田谷アスレティクス
ア カ デ ミ ー

大 蔵 運 動 場 体 育 館

4/29（大蔵）、5/4
（烏山）、5/6(梅
丘）は除く

　毎週火・水・木・金曜日
　 各7日間×2教室、各10日間×3教室

平成22年4月6日～

平成22年8月3日～

大蔵運動場陸上競技場／体育館

大 蔵 運 動 場 体 育 館

小 学 ３ 年 生 以 上

平成23年2月19日

平成23年3月23日

平成23年3月23日

平成22年4月7日～

平成23年3月22日

幼 児 ( 年 長 ) ～ 中 学 ２ 年 生

平成23年3月23日

会　　　　　　　場

平成23年3月24日

平成22年9月11日

平成22年8月5日

実　施　年　月　日

平成22年5月22日

大蔵運動場陸上競技場／会議室兼軽運動室

小 学 生 以 上

大 蔵 運 動 場 野 球 場

平成22年4月6日～

大 蔵 運 動 場 体 育 館

世 田 谷 器 械 運 動
ア カ デ ミ ー

幼 児 ( 年 中 ) ～ 小 学 ６ 年 生

世 田 谷 柔 道
アカデミー体験会

大 蔵 運 動 場 水 泳 場 ・ 千 歳 温 水 プ ー ル
烏山中学校温水プール・梅丘中学校温水プール

平成22年6月24日

平成22年4月6日～
世田谷フットボール
ア カ デ ミ ー

平成22年4月8日～

高 野 進 子 ど も
かけっこクリニック
＆ 記 録 会

幼 児 ( 年 長 ) ～ 小 学 ６ 年 生

震災の影響により
3/15以降は中止

小 ・ 中 学 校 教 員 、 地 域 指 導 者

会　　　　　　　場

小 学 生 以 上

幼 児 ( 年 中 ) ～ 小 学 ３ 年 生
大 蔵 運 動 場 第 一 武 道 場 （ 畳 ）

9/8は荒天中止
震災の影響により
3/16は中止
5/11、9/14は雨天中
止
震災の影響により
3/15以降は中止

応募者数が尐な
く事業運営が困
難なため中止

対　　　　　　　象

大蔵運動場陸上競技場／体育館

震災の影響により
3/16は中止

備　考

大 蔵 運 動 場 第 一 武 道 場 （ 畳 ）

備　考

幼 児 ( 年 尐 ) ～ 小 学 ３ 年 生

１ ８ 歳 以 上

小 学 ３ ～ ６ 年 生

実　施　年　月　日 対　　　　　　　象

世 田 谷 柔 道
ア カ デ ミ ー

は じ め よ う
ス イ ミ ン グ

走 力 向 上
指 導 者 ク リ ニ ッ ク

ス キ ル ウ ォ ー ク
ク リ ニ ッ ク

平成22年4月8日～

平成22年5月5日
大 蔵 運 動 場 陸 上 競 技 場

震災の影響により
3/17以降は中止

幼 児 ( 年 尐 ) ～ 中 学 生

大 蔵 運 動 場 温 水 プ ー ル
平成23年2月13日



定員 応募者数 延参加者数

240 233 1,904

240 200 1,387

150 228 781

　毎週土曜日 　　全5日
150 345 ―

　土曜日 1日
30 31 31

　水曜日 　　全2日

③各種ウォーキング

目的：「歩く」ことを通し、体力の保持・増進に努めるとともに、自然に親しむことを目的とする。

定員 応募者数 参加者数

40 74 38

　日曜日  1日
40 48 36

　日曜日 1日
50 120 35

　日曜日 1日
40 54 32

　日・月曜日 1泊2日
800 929 852

　日曜日 1日

（３）事業名　競技大会

目的：日常の鍛錬の成果を発揮する機会を提供することにより、競技力向上を図る。

定員 応募者数 参加者数

― ― 32,602

― ― 21,398

平成22年5月9日

健 康 講 座
平成23年3月9日・

ト レ ッ キ ン グ

薬 セ イ ジ ョ ー
多 摩 川 ウ ォ ー ク

陸上競技ほか
33種目

平成22年7月26日

平成22年10月16日

　毎週火・水・木・金曜日
各6日間×1教室、各7日間×1教室、各8日間×1教室、各9
日間×2教室

大 蔵 運 動 場 陸 上 競 技 場

平成22年9月18日～
ラ ン ニ ン グ
ク リ ニ ッ ク

平成23年1月14日～
平成23年3月11日

１ ８ 歳 以 上

平成23年3月16日

備　考対　　　　　　　象

船橋地区身近な
まちづくり推進協
議会主催

原 則 船 橋 地 区 住 民
千 歳 温 水 プ ー ル 集 会 室

荒天中止

会　　　　　　　場

備　考対　　　　　　　象

平成22年7月25日～

実　施　年　月　日

郊外

三 国 山 （ 山 梨 県 ）

各 種 共 催 大 会
平成23年3月13日

区 民 体 育 大 会 区 内 在 住 ・ 在 勤 ・ 在 学 者

実　施　年　月　日

ハ イ キ ン グ

平成22年6月27日

平成22年11月28日

平成23年3月6日

平成22年5月15日～
平成23年2月6日

大蔵運動場陸上競技場／体育館

平成22年10月1日～

　毎週火・水・木・金曜日
各10日間×1教室、各11日間×2教室、各12日間×2教室

大 蔵 運 動 場 水 泳 場 ・ 千 歳 温 水 プ ー ル
烏山中学校温水プール・梅丘中学校温水プール

１ ８ 歳 以 上

兵 庫 島 公 園 ～ 多 摩 市

備　考

陸上競技ほか
30大会

郊外

小 学 生 以 上

四 阿 屋 山 （ 埼 玉 県 ）

大 蔵 運 動 場 ほ か

上 高 地 （ 長 野 県 ）

１ ８ 歳 以 上

世田谷２４６ハーフマラソン出場者

大 蔵 運 動 場 水 泳 場 ・ 千 歳 温 水 プ ー ル
烏山中学校温水プール・梅丘中学校温水プール

１ ８ 歳 以 上

合 同 練 習 会

平成22年12月21日 11/3(梅丘）、
11/23（烏山）は
除く

2/11,17,18(大蔵）、
1/14,21,28、2/11（千
歳）、2/1,8（烏山）は除く
震災の影響により3/15
以降の各教室は中止

郊外

郊外

会　　　　　　　場

区 内 在 住 ・ 在 勤 ・ 在 学 者 等

中 学 生 以 上

矢 倉 岳 （ 神 奈 川 県 ）

１ ８ 歳 以 上

平成22年10月30日

平成22年4月10日～

は じ め よ う
ス イ ミ ン グ

会　　　　　　　場

実　施　年　月　日

対　　　　　　　象

大 蔵 運 動 場 ほ か

１ ８ 歳 以 上



定員 応募者数 参加者数

平成22年5月5日～

平成22年8月8日～

平成23年3月5日～　

― ― 174

― ― 11

5チーム 4チーム 参加  4チーム

　金曜～日曜日 2泊3日
― 213 200

　日曜日 1日
64チーム 50チーム 参加 50チーム

　月～木曜日 全5日
― 134 117

　土曜日 1日
― 96 77

　土曜日 1日
― 182 163

　土曜日 1日
― 46 33

　土曜日 1日
60チーム 87チーム ―

平成23年3月13日
　日曜日 1日

（４）事業名　世田谷２４６ハーフマラソン

目的：日頃の練習の成果を発揮する場として、箱根駅伝で活躍する区内大学の選手とともに国道２４６を走る公認
　　　 競技大会を開催することで、区内の魅力の再発見と競技力の向上を図る。

定員 応募者数 参加者数

1,500 6,924 1,446
平成22年11月21日
　日曜日  1日

川 場 村 ( 群 馬 県 ）

夏季

川場村
参加3チーム

平成22年11月3日

平成22年8月21日～

会　　　　　　　場

小 学 生 以 上

冬季
平成22年8月30日

平成22年6月13日

平成22年6月13日

平成22年5月31日～6月3日、

実　施　年　月　日

平成22年6月19日

都 民 生 涯
ス ポ ー ツ 大 会

水 泳 記 録 会

都 民 ス ポ レ ク
ふ れ あ い 大 会

ド ッ ジ ボ ー ル
大 会

世田谷区・川場村
交 流 親 善 ゲ ー ト
ボ ー ル 大 会

春季

平成22年9月26日

― ―

区 内 在 住 ･ 在 勤 者

平成23年3月13日

都 民 体 育 大 会

大 蔵 運 動 場 陸 上 競 技 場

駒 沢 公 園 ほ か 各 競 技 施 設

春季：陸上競技
　　　  ほか25種目
夏季：ゴルフ
冬季：スキー・駅伝
※駅伝競技は震災
の影響により中止

東 京 体 育 館 ほ か

大 蔵 運 動 場 陸 上 競 技 場

大 蔵 運 動 場 陸 上 競 技 場

原 則 高 校 生 相 当 以 上

高 校 生 相 当 以 上

女 性

小 学 生

㈱東京電力と
共催大 蔵 運 動 場 体 育 館

原 則 高 校 生 相 当 以 上

ハーフマラソン

対　　　　　　　象

駒 沢 公 園 ほ か 各 競 技 施 設

区 内 在 住 ･ 在 勤 者

原 則 高 校 生 相 当 以 上

震災による影響
で中止

バスケットボール
ほか12種目

大 蔵 運 動 場 体 育 館

大 蔵 運 動 場 陸 上 競 技 場

駒沢オリンピック公園→国道246号
線 → 二 子 玉 川 緑 地 運 動 場 →
駒 沢 オ リ ン ピ ッ ク 公 園

世田谷陸上競技会

グラウンドゴルフ

平成22年12月11日

備　考

区 内 在 住 ･ 在 勤 者

平成22年4月3日

玉 川 中 学 校 温 水 プ ー ル

原 則 高 校 生 相 当 以 上

平成22年10月2日

実　施　年　月　日

平成22年5月14日～

465

平成22年9月4日～

平成22年5月16日

レ デ ィ ー ス
バレーボール大会 平成22年6月14日

世 田 谷 ２ ４ ６
ハ ー フ マ ラ ソ ン

１８歳 以上の７名以内のチ ーム

備　考対　　　　　　　象
会　　　　　　　場



定員 応募者数 参加者数

800名/200組 3,283 1,226
平成22年11月21日
　日曜日  1日

（５）事業名　スポーツ講習会

目的：区民がスポーツの実技やスポーツ振興に携わる上で必要な知識を習得することにより、親しみを持ってスポ
　　　 ーツ・レクリエーション活動ができる環境を提供する。

①スポーツ実技講習会

目的：スポーツ界で活躍している選手を招き、小・中学生を中心とした区民にスポーツの素晴らしさを理解してもら
　　　 うとともに、区民のスポーツ・レクリエーション活動を推進する。

定員 応募者数 参加者数

60 70 55

　土曜日 1日
200 173 170

　土曜日 1日

②体育施設管理士養成講習会

目的：体育施設への就労を目指す区内の学生のキャリアアップ及び区内体育施設等に従事する職員の能力向
　　　 上を図り、体育施設管理運営の質の向上を目指す。

定員 応募者数 延参加者数

100 91 273

　火曜～木曜日 全3日

（６）事業名　子ども活き活きスポーツ活動推進事業

目的：スポーツを通して、子どもの健康・体力を保持・増進していくとともに、地域社会の中で子どもが健やかに育
　　　　つことを目的に、子どもたちの活き活きとしたスポーツ活動を推進する。

①ジュニアスポーツ教室

目的：幼児、小・中学生を対象に、スポーツに親しむきっかけづくりの場を提供し、スポーツの楽しさやすばらしさ
        を身体で感じてもらいながら、体力の向上や仲間づくりを図る。

定員 応募者数 延参加者数

119 19 83

　毎週水曜日 全5日
42 25 106

　毎週木曜日 全5日

備　考対　　　　　　　象

会　　　　　　　場
備　考対　　　　　　　象

テ ィ ー ボ ー ル
講 習 会 平成22年5月15日

実　施　年　月　日

平成23年2月12日

実　施　年　月　日

実　施　年　月　日

実　施　年　月　日

平成22年4月21日～

平成22年9月16日

平成22年6月3日

平成22年9月14日～

バ レ ー ボ ー ル
講 習 会

大 蔵 運 動 場 野 球 場

世 田 谷 ２ ４ ６
ハ ー フ マ ラ ソ ン

平成22年4月22日～

平成22年5月26日

( 財 ) 日 本 体 育
施 設 協 会 認 定
体 育 施 設 管 理 士
養 成 講 習 会

松 沢 小 学 校 ア リ ー ナ

会　　　　　　　場

小 学 生 以 上

小 学 生 以 上

山 野 小 学 校 多 目 的 教 室

幼 児 ～ 小 学 ２ 年 生

健康マラソン
（親子・約1.7km・
約4.4km）駒 沢 オ リ ン ピ ッ ク 公 園

日 本 体 育 大 学

小 学 生 以 上

大 蔵 運 動 場 体 育 館

4/29、5/27は除
く

幼 児 ～ 小 学 ２ 年 生

日本体育大学、
(財)日本体育施
設協会主催

会　　　　　　　場

対　　　　　　　象

大 学 生 及 び 体 育 施 設 管 理 者

備　考

空 手 道

5/5は除く
保護者参加可

備　考対　　　　　　　象
会　　　　　　　場



定員 応募者数 延参加者数

20 8 39

　毎週火曜日 全5日
35 36 143

　毎週金曜日 全5日
14 12 63

　毎週土曜日 全8日
14 12 82

　毎週土曜日 全8日

40 30 107

　毎週土曜日 全5日

190 206 1,381

60 106 373

　毎週月曜日 全8日
50 84 332

　毎週木曜日 全8日
50 52 282

　毎週火曜日 全6日
30 49 136

　毎週日曜日 全6日
30 40 142

　毎週日曜日 全6日

②めざせトップアスリート

目的：子どもが様々なスポーツのトップ選手（ＯＢを含む）に直接指導を受けることにより、技術はもちろんのこと、
       その人間性、生き方に関心を持たせ、スポーツ活動意欲を高める。

定員 応募者数 参加者数

40 34 30

　月曜日 1日

60 51 43

　月曜日 1日

40 71 67

　土曜日 1日

平成22年11月25日 小 学 生
千 歳 温 水 プ ー ル

平成22年12月6日

小 学 生

大 蔵 運 動 場 温 水 プ ー ル

平成23年2月1日～

平成22年10月7日～

平成22年8月2日

平成22年6月7日

実　施　年　月　日

シ ョ ー ト テ ニ ス

平成22年6月5日～

ラ グ ビ ー

平成22年10月19日

平成22年10月22日
平成22年9月24日～

平成22年5月22日～

平成22年9月25日～

平成22年9月11日

平成22年6月20日

平成22年11月13日

平成22年6月29日

平成23年3月22日

平成22年9月27日～

平成22年9月21日～

対　　　　　　　象

大 蔵 運 動 場 水 泳 場

小 学 生

平成22年7月3日

会　　　　　　　場

小 学 生

小学４～６年生の２５ｍ以上泳げる方 講師
松本尚人

水 泳

講師
松尾雄治

備　考

二 子 玉 川 緑 地 運 動 場

小 学 ３ ～ ６ 年 生 と そ の 保 護 者

震災の影響により
3/15,22は中止

大 蔵 運 動 場 庭 球 場

大 蔵 運 動 場 庭 球 場

尾 山 台 中 学 校 体 育 館

小 学 ３ ～ ６ 年 生 と そ の 保 護 者

小 学 生

小 学 生

ゴ ル フ

平成22年10月31日

平成22年7月10日

平成22年5月6日～

平成22年9月12日～

平成22年5月9日～
千 歳 温 水 プ ー ル

10/11,18、11/15
は除く

10/17は除く
10/10は雨天中
止

講師
日立サンロッカーズ

5/23は雨天中止

大 蔵 運 動 場 体 育 館

大 蔵 運 動 場 水 泳 場 ・ 千 歳 温 水 プ ー ル
烏山中学校温水プール・梅丘中学校温水プール

成 城 ゴ ル フ ク ラ ブ

成 城 ゴ ル フ ク ラ ブ

ソ フ ト テ ニ ス

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル

小 学 ３ 年 ～ 中 学 生

東 玉 川 小 学 校 体 育 館

対　　　　　　　象

　毎週月・火・木曜日
　 各8日間×4教室

松 沢 小 学 校 体 育 館

水 泳

空 手 道

実　施　年　月　日 備　考

幼 児 ～ 小 学 ３ 年 生

会　　　　　　　場

保護者参加可

小 ・ 中 学 生

小 学 生

小 学 ３ 年 ～ 中 学 生



定員 応募者数 参加者数

60 36 28

　土曜日 1日

40 14 12

　土曜日 1日

30 30 27

　土曜日 1日

③子どもスポーツイベント

目的：スポーツを好きな子はもちろんのこと、スポーツに関心のない子や苦手な子も含め、親子でスポーツに親し
       み、身近なものへとするためのきっかけづくりの機会を提供する。

定員 応募者数 参加者数

― ― 1,278

　祝日 1日

④ジュニア育成事業

目的：東京国体開催に向けて、国体種目のジュニア選手の強化・育成を推進し、ジュニアスポーツの底上げを図
       ることを目的とする。

定員 応募者数 参加者数

― ― 36

　水曜日 1日

― ― 74

　火曜日 1日

― ― 45

　木曜日 1日

― ― 22

　火曜日 1日

― ― 24

　土曜日 1日

― ― 39

　土曜日 1日

― ― 46

　土曜日 1日

平成22年8月5日 中 学 生

平成23年1月29日 中 学 生

烏 山 中 学 校 体 育 館

部活動支援

平成22年8月10日

ラ グ ビ ー 中 学 生

成 城 中 学 校 校 庭

対　　　　　　　象

バ ド ミ ン ト ン

平成22年7月28日 中 学 生

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル

実　施　年　月　日

平成22年8月3日

平成23年3月5日

平成22年12月18日

柔 道

卓 球

親 と 子 の つ ど い

平成23年1月15日

実　施　年　月　日

平成23年1月15日

講師
瀧本誠

小 学 生

制 限 な し

小 学 生
大 蔵 第 二 運 動 場 体 育 館

会　　　　　　　場

幼 児 ～ 小 学 ３ 年 生

会　　　　　　　場

大 蔵 運 動 場 庭 球 場

部活動支援希 望 丘 中 学 校 体 育 館

対　　　　　　　象

体育館でスポーツ
チャレンジコーナーを
実施

講師
小西杏

大 蔵 運 動 場 第 一 武 道 場 （ 畳 ）

喜 多 見 中 学 校 体 育 館

喜 多 見 中 学 校 体 育 館

テ ニ ス

講師
室谷洋平
田中ちひろ

会　　　　　　　場

中 学 生

富 士 中 学 校 庭 球 場

大 蔵 運 動 場 体 育 館

対　　　　　　　象

部活動支援

部活動支援

備　考

部活動支援
成城中と千歳中
合同で実施

備　考

備　考実　施　年　月　日

中 学 生
瀬 田 中 学 校 庭 球 場

午後実施
部活動支援

午前実施
部活動支援

中 学 生

ソ フ ト テ ニ ス

平成22年12月4日

平成22年5月3日

バ レ ー ボ ー ル



定員 応募者数 参加者数

― ― 11

　月曜日 1日

― ― 35

　土曜日 1日

― ― ―

　土曜日 1日

― ― ―

　土曜日 1日

― ― 35

　日曜日 1日

― ― 11

　月曜日 1日
― ― 332

　金・土・日曜日 全12日

― ― 286

　木・金・土・日・祝日 全20日

― ― 260

　木曜日 全13日

― ― 32

　日・祝日 全3日

⑤多摩川流域スポーツ大会

目的：区内の子どもたちが大会を通じて、他の地域の子どもたちとふれあい、交流を深めることを目的とする。

定員 応募チーム数 参加チーム数

24チーム 24チーム 22チーム　486名

　日曜日 1日

32チーム 32チーム 32チーム  464名

　祝日 1日

24チーム 24チーム 23チーム　319名

　土曜日 1日

二 子 玉 川 緑 地 運 動 場 野 球 場

備　考対　　　　　　　象
会　　　　　　　場

大蔵運動場体育館／大蔵第二運動場体育館

平成22年10月10日

実　施　年　月　日

平成23年3月27日

区内10チーム
青梅市ほか21チーム
東京都ジュニア育成
地域推進事業

小 ・ 中 学 生

部活動支援
震災の影響により
中止

東京都ジュニア育成
地域推進事業松 沢 小 学 校 ・ 山 野 小 学 校

東 深 沢 中 学 校 庭 球 場

区内8チーム
青梅市ほか14チーム
東京都ジュニア育成
地域推進事業

中 学 生平成23年1月29日

オ ー ク ラ ラ ン ド

小 ・ 中 学 生 、 高 校 生

小 学 ４ ～ ６ 年 生

平成22年9月26日

会　　　　　　　場

大 蔵 運 動 場 陸 上 競 技 場

小 学 ４ ～ ６ 年 生

実　施　年　月　日

部活動支援
桜丘中と北沢中
合同で実施

東京都ジュニア育成
地域推進事業

東京都ジュニア育成
地域推進事業

部活動支援
松沢中と桜木中
合同で実施

中 学 生

桜 丘 中 学 校 校 庭

部活動支援

部活動支援
震災の影響により
中止

佼 成 学 園 女 子 高 等 学 校

小 ・ 中 学 生

東京都ジュニア育成
地域推進事業

八 王 子 乗 馬 ク ラ ブ

サ ッ カ ー

ハンドボール教室

東京都ジュニア育成
地域推進事業

区内7チーム
青梅市ほか14チーム
東京都ジュニア育成
地域推進事業

備　考

平成23年1月13日

平成22年12月2日

平成22年11月23日

平成22年8月30日

野 球

平成23年1月24日

平成23年3月20日
ジ ュ ニ ア
ソ フ ト テ ニ ス 教 室
強 化 練 習 会

小 学 １ ～ ２ 年 生

バ レ ー ボ ー ル 平成22年12月11日

平成22年4月17日～

平成22年9月30日～

平成22年5月22日～

小 ・ 中 学 生

対　　　　　　　象

ジ ュ ニ ア 空 手 道
ス ポ ー ツ 教 室

大 蔵 運 動 場 庭 球 場 他
小 ・ 中 学 生

平成22年6月27日～

野 球

サ ッ カ ー

中 学 生

中 学 生

松 沢 中 学 校 校 庭

中 学 生
用 賀 中 学 校 校 庭

桜 丘 中 学 校 校 庭

平成23年3月19日

平成23年3月19日

ジ ュ ニ ア
ボ ウ リ ン グ 教 室

馬 術 ジ ュ ニ ア
強 化 練 習 会

ソ フ ト テ ニ ス



⑥親子スポーツ観戦デー

目的：トップレベルの試合観戦をすることでスポーツを身近に感じ、子どもがスポーツを始めるきっかけづくりとする。

定員 応募者数 参加者数

― 517 318

　土曜日 1日

300 492 300

　土曜日 1日

250 85 59

　土曜日 1日

― 73 69

　土曜日 1日

（７）事業名　生涯健康推進事業

目的：高齢化が進む中で、区民がいつまでも元気でいられるよう健康増進と、スポーツを通したコミュニティー形成
　　　　のきっかけを提供することを目的とする。

①高齢者の生涯健康推進事業

目的：加齢とともに衰えてくる筋力の低下を防止し、歩行能力の低下や腰痛・肩こり・膝痛を予防改善する等、団塊
　　　 世代から高齢者を対象に健康づくりを推進する。

定員 応募者数 延参加者数

平成22年4月1日～ 20 23 199

　毎週木曜日 全12日
平成22年4月7日～ 20 28 411

　毎週水曜日 全21日
平成22年9月16日～ 20 23 332

　毎週木曜日 全21日
20 25 390

　毎週水曜日 全21日
平成22年5月6日～ 50 55 476

　毎週木曜日 全12日
平成22年9月7日～ 60 50 363

　毎週火曜日 全12日

小 学 生 と そ の 保 護 者

大 蔵 第 二 運 動 場 体 育 館

大蔵運動場第一武道場（畳）／トレーニングルーム

実　施　年　月　日

５ ５ 歳 以 上

会　　　　　　　場

小 学 生 親 子 ペ ア

大蔵運動場第一武道場（畳）／トレーニングルーム

平成22年9月29日～

平成22年11月20日

平成22年6月12日

11/3、12/29、1/5
は除く

ラ グ ビ ー

サ ッ カ ー

秩 父 宮 ラ グ ビ ー 場
平成22年11月27日

元 気 な シ ル バ ー
いきいきトレーニング

平成22年12月18日

会　　　　　　　場

平成22年7月1日

生 涯
健 康 づ く り 体 操

平成22年11月30日

６ ０ 歳 以 上

５ ５ 歳 以 上

平成22年3月9日

トップリーグ
リコーブラックラムズ
対トヨタ自動車ヴェル
ブリッツ

J2リーグ
東京ヴェルディ
対カターレ富山

5/5、8/11は除く

備　考

ＪＢＬ
日立サンロッカーズ
対レラカムイ北海道

備　考

６ ０ 歳 以 上

小 学 生 と そ の 家 族

味 の 素 ス タ ジ ア ム

実　施　年　月　日

対　　　　　　　象

駒 沢 オ リ ン ピ ッ ク 公 園

小 中 学 生 と そ の 保 護 者

千歳温水プール体育室／プール

６ ０ 歳 以 上

代 々 木 第 二 体 育 館

対　　　　　　　象

11/23は除く

6/17は除く

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル

J１リーグ
ＦＣ東京
対川崎フロンターレ

4/29、5/6は除
く

駒 沢 小 学 校 体 育 館

平成22年7月29日

平成22年9月8日

9/23、
12/23,30、
1/13,20は除く

平成23年3月10日 ６ ０ 歳 以 上
千歳温水プール体育室／プール



②中高年の生涯健康推進事業

目的：生涯現役を目指し、日ごろ運動不足に悩む中高年の運動習慣を身につけ、心身ともに健康な日常生活を
       送ることができるよう推進する。

定員 応募者数 延参加者数

平成22年10月6日～ 20 6 50

　毎週水曜日 全10日

（８）事業名　障害者スポーツ・レクリエーション推進事業

目的：定期的な教室やイベントを開催し、障害者のスポーツ・レクリエーション活動の推進を図る。

①運動・水泳教室

目的：適切な運動を定期的に行うことにより健康の増進、体力の向上を図るとともに、運動することの楽しさやすば
      らしさを伝える。

定員 在籍者数 延参加者数

20 20 207

　毎月第1･3･(5)土曜日 全18日

15 9 107

　毎月第1･3･(5)水曜日 全18日

10 10 144

　毎月第2･4土曜日 全18日

15 9 69

　毎月第2･4土曜日 全18日

10 8 122

　毎月第1･3･(5)土曜日 全18日

40 40 416

　毎月第2･4土曜日 全18日

20 20 191

　毎月第1･3･(5)土曜日 全16日

20 19 112

　毎週木曜日 全7日

10 10 59

　毎週木曜日 全7日

10 8 46

　毎週火曜日 全6日 烏 山 中 学 校 温 水 プ ー ル

平成22年12月8日

小 学 生

小 学 生 以 上

実　施　年　月　日

平成23年3月19日

中 学 生

中 学 生
運 動 教 室

平成22年11月9日

平成22年4月7日～

烏山短期水泳教室

ひ ま わ り
運 動 教 室

平成22年4月17日～

マ ン ボ ウ
水 泳 教 室

平成23年3月26日

平成22年4月17日～

平成22年10月5日～

ハ ヤ ブ サ
運 動 教 室

平成22年4月10日～

平成23年3月16日
み つ ば ち
運 動 教 室

く じ ら
水 泳 教 室

平成22年10月7日～

平成23年3月19日

イ ル カ
水 泳 教 室

平成23年3月5日

大 蔵 運 動 場 温 水 プ ー ル

小 学 生 以 上

平成22年4月10日～

ラ ッ コ
水 泳 教 室

コ ア ラ
運 動 教 室

平成23年3月12日

平成22年4月3日～

実　施　年　月　日

平成22年4月10日～

備　考

小 学 生

対　　　　　　　象

平成23年3月5日

会　　　　　　　場

8月、10/23は除く

会　　　　　　　場

小 学 生

小 学 生

平成22年10月7日～

平成22年11月18日

平成22年11月18日

8月、1/8は除く
震災により3/12は中止
代替日として3/19実施

中 学 生

尾 山 台 地 域 体 育 館

8月を除く

6月～9月は除く
(太子堂中学校温水プールで夏
季教室を2日間実施)
震災の影響により3/26は中止

8月は除く
震災の影響により
3/16は中止

小 学 生 以 上 6月～9月は除く
(太子堂中学校温水プールで夏
季教室を2日間実施)
震災の影響により3/19は中止

大 蔵 運 動 場 温 水 プ ー ル

玉 川 中 学 校 温 水 プ ー ル

中 学 生 以 上

8月は除く

八 幡 山 小 地 域 体 育 館

砧 中 学 校 格 技 室

尾 山 台 地 域 体 育 館

４ ０ ～ ５ ９ 歳
大 蔵 運 動 場 体 育 館

八 幡 山 小 地 域 体 育 館

気 軽 に は じ め る
アンチエイジング
ト レ ー ニ ン グ

太 子 堂 中 学 校 温 水 プ ー ル

備　考対　　　　　　　象



②各種スポーツ教室・イベント

目的：気軽に参加できるスポーツ教室・イベントを実施し、スポーツ・レクリエーションに親しむきっかけづくりに寄与
　　　する。

定員 在籍者数 延参加者数

30 21 15

　日曜日 1日

30 27 17

　日曜日 1日

30 31 72

　隔週土曜日 全3日

36 36 74

　隔週土曜日 全3日

36 37 93

　隔週土曜日 全3日

25 31 86

　毎週土曜日 全4日

25 27 95

　毎週土曜日 全4日

25 16 53

　毎週土曜日 全4日

25 24 74

　毎週土曜日、月曜日 全4日

10 11 108

　毎月第2･4日曜日 全12日

10 11 109

　毎月第2･4日曜日 全12日

池 尻 小 学 校 東 側 体 育 館

小 ・ 中 学 生

小 ・ 中 学 生

平成22年9月19日

中 学 生 以 上

実　施　年　月　日

平成22年6月26日

池 尻 小 学 校 東 側 体 育 館

平成22年5月22日～

平成22年5月30日

平成22年4月11日～

平成23年1月22日～

ふ れ あ い
ウ ォ ー キ ン グ

平成23年2月19日

ふ れ あ い
ボ ウ リ ン グ 教 室

中 学 生 以 上

昭 和 記 念 公 園

平成22年12月19日

オ ー ク ラ ラ ン ド

東 中 野 ～ 江 戸 川 橋

平成22年10月9日～

オ ー ク ラ ラ ン ド
平成22年11月13日

郊外

郊外

オ ー ク ラ ラ ン ド

中 学 生 以 上

備　考

会　　　　　　　場

中 学 生 以 上

千 歳 温 水 プ ー ル 集 会 室
高 校 生 相 当 以 上

平成22年10月2日～

10/16は除く

平成22年10月30日

平成22年7月24日

わ く わ く
サ ッ カ ー 教 室

平成22年7月3日～

震災の影響により
3/12は中止
3/28のみ月曜

平成23年3月28日

池 尻 小 学 校 東 側 体 育 館

池 尻 小 学 校 東 側 体 育 館

平成23年2月19日～

平成22年9月4日～

中 学 生 以 上

対　　　　　　　象

平成22年10月10日～

千 歳 温 水 プ ー ル 集 会 室
高 校 生 相 当 以 上平成23年3月27日

平成22年9月25日

小 ・ 中 学 生

小 ・ 中 学 生

い き い き
リ ズ ム 体 操



（１）事業名　区民スポーツまつり

　　　 普及･啓発を図る。

定員 応募者数 参加者数

― ― 28,000

　日曜日 1日

（２）事業名　元旦あるこう会

定員 応募者数 参加者数

― ― 1,030

　祝日 1日

（３）事業名　スポーツのしおり（Sports Information）の発行

　　　する。

平成23年1月

（４）事業名　スポーツ・レクリエーション指導者養成・活用

定員 応募者数 参加者数

120 99 89

　土曜日 1日

― ― 86

30 11 11

　土・日曜日 全2日

　　　 各種イベントでの活用を図る。

ス ポ ー ツ の し お り
(Sports Information)

40,000部
（各10,000部）

備　考対　　　　　　　象

配布場所：総合支
所、出張所ほか
区内各施設

目的：生涯スポーツ社会を推進していくために、指導者を養成・登録し、地域団体や学校部活動等への紹介及び

平成22年4月・7月・9月・

備　考

目的：スポーツ・レクリエーション事業や施設の総合案内として、｢スポーツのしおり｣を区民に配布し、情報を提供

備　考発行部数発行年月日

目的：子どもから高齢者・障害者・外国人まで、気軽に親しむことができる各種事業を実施し、区民のスポーツ及び
　　　レクリエーション活動の普及啓発を行うとともに、活動できる環境の整備を図る。

目的：多くの区民に、スポーツ･レクリエーションに触れて楽しんでもらうことにより、スポーツ･レクリエーション活動の

対　　　　　　　象

実　施　年　月　日

備　考

制 限 な し

会　　　　　　　場

各種スポーツ
体験コーナー等大蔵運動場／大蔵第二運動場

実　施　年　月　日

平成22年10月17日

目的：体力増進に役立ち、手軽に誰でも参加できる歩行会を通じて新年を祝うことを目的とする。

区民スポーツまつり

平成23年1月1日

対　　　　　　　象
会　　　　　　　場

会　　　　　　　場

元 旦 あ る こ う 会 制 限 な し
各 公 園 等 ～ 大 蔵 運 動 場

集合場所:世田谷
公園ほか6ヵ所

ソフトテニスほか4
種目

制 限 な し
大 蔵 運 動 場 ほ か

大蔵運動場会議室兼軽運動室

平成22年5月26日～

ス ポ ・ レ ク ネ ッ ト
クラブマネージャー
養 成 講 習 会

平成23年3月5日～

ス ポ ・ レ ク ネ ッ ト
種目別専門講習会

ス ポ ・ レ ク ネ ッ ト
基 礎 講 習 会

実　施　年　月　日

世 田 谷 区 民 会 館 集 会 室
２ ０ 歳 以 上

平成23年3月6日

平成23年3月27日

制 限 な し

平成22年5月22日

２ スポーツ及びレクリエーション普及啓発事業（第２号事業）２ スポーツ及びレクリエーション普及啓発事業（第２号事業）



（１）事業名　　賛助会員選手強化助成

対　　　象

（２）事業名　　総合型地域スポーツクラブ育成

対　　　象

（３）事業名　　地域活動団体支援

対　　　　象

地 域 活 動 団 体 地域行事用物品貸出

東 京 青 年 会 議 所 わんぱく相撲の実施に係る助成

東深沢スポーツ・文化クラブ、ようがコミュニティークラブ、烏山スポーツクラブユニオ
ン、しろやま倶楽部、こまざわスポーツ・文化クラブへの物品助成、クラブ運営の支
援等

賛 助 会 員 賛助会員選手の強化、助成

内　　　　　　　　　　　　　　　　容

　

目的：区内のスポーツ･レクリエーション団体を支援し、地域における区民のスポーツ及びレクリエーション活動を

総 合 型 地 域
ス ポ ー ツ ク ラ ブ

       推進する。

スポーツテスト等、年間の活動に係る助成

目的：スポーツ振興基本計画の総合型地域スポーツクラブ育成を受け、各地域でスポーツクラブ育成を図る。

内　　　　　　　　　　　　　　　　容

内　　　　　　　　　　　　　　　　容

目的：賛助会員各団体選手の競技力向上を支援する。

目的：区内団体の地域におけるスポーツ・レクリエーション活動を支援する。

ス ポ ー ツ
尐 年 団

３ スポーツ及びレクリエーション団体育成事業（第３号事業）３ スポーツ及びレクリエーション団体育成事業（第３号事業）



（１）事業名　スポーツ施策振興事業

①世田谷区体育指導委員協議会総会・役員会・専門部・地域会・特別委員会等会議開催状況

会　　議　　名

総 会

役 員 会

総 務 部 会

企 画 部 会

研 修 部 会

広 報 部 会

地 域 振 興 部 会

世 田 谷 地 域 会

北 沢 地 域 会

玉 川 地 域 会

砧 地 域 会

烏 山 地 域 会

特 別 委 員 会

ニ ュ ー ス ポ ー ツ の つ ど い
実 行 委 員 会

②世田谷区体育指導委員協議会主催事業開催状況

事   業   名 会場 参加人数

　土曜日 1日

　日曜日 1日

　土曜日 1日

③世田谷区体育指導委員記録誌の発行

名        称 発行部数 備  考

体育指導委員のあゆみ（４２号） 160部

体 育 指 導 委 員 だ よ り （ ６ ３ 号 ） 1,400部

東 京 都 体 育 指 導 委 員 研 修
広域地区別研修会（第３ブロック）

平成22年9月4日
成 城 ホ ー ル 124名

7/30、9/17、11/9、1/11、2/21

5/6、6/1、8/11、9/14、10/25、11/24、3/3

4/23、6/4、7/9、8/30、9/22、10/20、11/30、
1/26、2/25

4/19、5/8、6/16、7/12、9/6、10/18、12/6、1/24

5/6、6/17、8/10、9/24、11/8、1/18、2/28

5/6、6/3、7/1、9/16、10/7、11/4、1/20、2/10

目的：体育指導委員と連携し、より一層、地域スポーツを推進する。

実　施　年　月　日

目的：区から受託したスポーツ・レクリエーション事業を実施し、区民に対しより一層スポーツ・レクリエーション活動の振
　　　 興を図る。

5/7、6/3、7/2、8/18、9/17、10/12、11/9、12/6、
1/11、2/21、3/3

全11回

4/12、5/13、3/24

4/27、5/11、6/10、7/8,26、10/14、11/11、1/13、
3/10

実施回数

実施年月日

全9回

5/27、6/24、7/22、8/3,20、9/30

全5回

全6回

全8回

5/10,25、6/8、7/15、9/9、10/22、11/17、1/6、
2/10

4/23、5/10、7/6、8/12、9/13、10/21、11/26、
1/25、2/2

5/8、6/4、7/7、9/15、11/5、1/25、2/15

4/23、6/12、7/17、9/8、10/20、11/13、1/15、
2/23

全8回

全7回

全3回

全9回

全7回

全7回

全9回

平成23年1月29日

世田谷区役所ブライトホール

全9回

全8回

発行年月日

平成22年7月1日

平成22年12月1日

せたがや生涯スポーツセミナー
64名（体育指導委員

28名含む）

165名大 蔵 運 動 場 体 育 館ニ ュ ー ス ポ ー ツ の つ ど い

平成22年12月12日

４ 区から受託するスポーツ及びレクリエーション事業（第４号事業）４ 区から受託するスポーツ及びレクリエーション事業（第４号事業）



①総合運動場の管理及び運営（指定管理者施設）

　ア．大蔵運動場 （単位：人）

平成22年度 平成21年度

体 育 館 １,１60㎡ 78,078 77,199

第 １ 武 道 場 （ 畳 ） 72畳 11,384 11,301

第 ２ 武 道 場 （ 床 ） 108㎡ 17,676 20,352

弓 道 場 27.5m　5的 14,768 15,980

エ ア ー ラ イ フ ル 場 10m　6射座 1,872 2,342

体 育 室 100㎡ 23,572 26,378

会 議 室 兼 軽 運 動 室 85㎡　45席 17,471 16,195

ト レ ー ニ ン グ ル ー ム 15,179 16,807

テ ニ ス コ ー ト 12面(うちナイター設備4面) 91,151 99,456

野 球 場 1面(ナイター設備あり)　 37,642 35,897

陸 上 競 技 場 400ｍトラック（3種公認） 73,103 72,055

洋 弓 場 30m　8的 3,891 4,987

プ ー ル
温水プール(50m公認プール、25mプール、

幼児用プール、ジャグジー) 322,727 344,688

合 計 708,514 743,637 35,123人減

   つ利用中止

　イ．二子玉川緑地運動場 （単位：人）

平成22年度 平成21年度

野 球 場 6面 72,417 74,924

少 年 野 球 場 3面 36,549 33,933

少 年 サ ッ カ ー 場 2面 19,471 20,681

サ ッ カ ー 場 2面 16,675 15,593

球 技 場 10,196 8,731

合 計 155,308 153,862 1,446人増

※　平成21年10月16日より野球場（Ｄ面）に近接する橋設置工事のため1面利用中止

備　考
年　間　利　用　人　数

※　平成23年3月11日の東日本大震災発生により3月14日から31日まで時間を短縮して開放

施　　設 備　考概　　　　要
年　間　利　用　人　数

施　　設 概　　　　要

※　平成22年12月1日～26日及び平成23年1月4日～2月27日の間、テニスコート改修工事の為、4面ず

   ただし、プールは利用中止

５ 区から受託する社会体育施設の管理及び運営（第５号事業）



②千歳温水プールの管理及び運営（指定管理者施設） （単位：人）

平成22年度 平成21年度

プ ー ル

温水プール(25mプール、流水プー
ル、幼児用プール、ジャグジー、
ウォータースライダー、ウォーター
フォール) 225,647 248,772

ト レ ー ニ ン グ ル ー ム (30,164) (32,885)
プール入場者に
含まれる

体 育 室 138㎡ 22,578 19,314

健 康 運 動 室 78畳 15,565 14,078

集 会 室 81.5㎡ 20,349 17,472

合 計 284,139 299,636 15,497人減

③尾山台地域体育館の運営 （単位：人）

平成22年度 平成21年度

　　　　 　　　　　　　 個人利用 2,782 2,745

　　　　　　　　　　　　団体利用 3,555 3,941

　　　　　　　　　 スポーツ教室　 31,410 33,132

ト レ ー ニ ン グ ル ー ム 14,684 14,875

合 計 52,431 54,693 2,262人減

年　間　利　用　人　数
備　考概　　　　要

年　間　利　用　人　数

施　　設

※　平成23年1月21日～31日はプール天井補修の為、プールのみ開放中止

施　　設 概　　　　要

※　平成23年3月11日の東日本大震災発生により、3月14日から31日まで、施設により利用中止または

　  ただし、プールは利用中止

    時間短縮にて開放

※　平成23年3月11日の東日本大震災発生により3月14日から31日まで時間を短縮して開放

体 育 館

備　考



④大蔵第二運動場の管理及び運営 （単位：人）

平成22年度 平成21年度

体 育 館 １,080㎡ 49,574 8,686

集 会 室 1室（定員20名） 933 85
マシンコーナー、ストレッチフロア、
スポーツサウナ 49,498 8,715

フィットネスフリープログラム (24,537) ―
トレーニングルーム
入場者に含まれる

テ ニ ス コ ー ト 9面 87,530 11,183

ゴ ル フ 練 習 場 110打席 187,401 32,475

屋 外 プ ー ル
流水プール、子ども用プール、
ウォータースライダー 40,207 ― 夏季のみ開放

宿 泊 室 6室（12.5畳×5部屋、6畳×1部屋） 2,332 399

合 計 417,475 61,543 355,932人増

⑤小・中学校及び民間等スポーツ開放施設の運営

  ア．小・中学校スポーツ開放施設の運営（けやきネット利用分） （単位：団体）

平成22年度 平成21年度

小 学 校 体 育 館 64校 8,919 10,829

中 学 校 体 育 館 31校 5,976 6,260

中 学 校 格 技 室 25校 5,167 6,025

中 学 校 庭 球 場 10校19面（夜間照明6校13面含む） 4,082 4,893

小 学 校 校 庭 4校（夜間照明1校含む） 103 22

中 学 校 校 庭 30校（夜間照明6校含む） 1,182 1,327

小 学 校 会 議 室 10校 607 740

中 学 校 会 議 室 12校 416 523

合 計 26,452 30,619 4,167団体減

  イ．格技室昼間開放の運営 （単位：団体）

平成22年度 平成21年度

中 学 校 格 技 室 20校 1,569 1,615

合 計 1,569 1,615 46団体減

年　間　利　用　団　体　数

年　間　利　用　団　体　数
備　考

施　　設 概　　　　要

施　　設

※　平成23年3月11日の東日本大震災発生により、3月14日から31日まで、時間短縮にて開放

    時間短縮にて開放（ただし宿泊室は通常利用可）

※　平成21年度は、平成22年1月26日（宿泊室は2月8日、集会室は2月16日）から3月31日までの開放

概　　　　要 備　考

ト レ ー ニ ン グ ル ー ム

備　考

施　　設 概　　　　要

※　平成23年3月11日の東日本大震災発生により、3月14日から31日まで、施設により利用中止または

年　間　利　用　人　数



  ウ．中学校夏季プール開放の運営 （単位：人）

平成22年度 平成21年度

昼 間 プ ー ル 7校（延べ118日間） 3,780 4,421

夜 間 プ ー ル 2校（延べ66日間） 1,988 1,395

合 計 5,768 5,816 48人減

  エ．弦巻中学校トレーニングルーム開放施設の管理及び運営 （単位：人）

平成22年度 平成21年度

ト レ ー ニ ン グ ル ー ム 4,767 4,956

合 計 4,767 4,956 189人減

  オ．民間スポーツ施設開放の運営 （単位：団体）

平成22年度 平成21年度

リ コ ー 砧 総 合 運 動 場 庭球場2面 475 511

合 計 475 511 36団体減

⑥太子堂中学校温水プールの運営 （単位：人）

平成22年度 平成21年度

プ ー ル 25ｍプール 29,845 31,012

合 計 29,845 31,012 1,167人減

⑦玉川中学校開放施設の運営 （単位：人）

平成22年度 平成21年度

プ ー ル 25ｍプール 41,730 33,088

ふ れ あ い ホ ー ル 12,942 11,204

合 計 54,672 44,292 10,380人増

※　平成21年10月1日から平成22年1月31日まで改修工事のためプールのみ休館

概　　　　要

備　考
年　間　利　用　人　数

年　間　利　用　人　数
備　考

施　　設
年　間　利　用　人　数

概　　　　要

※　昼間のプールは、平成2１年度9校から7校に縮減

※　平成23年3月11日の東日本大震災発生により、3月14日から31日まで開放中止

備　考

備　考

施　　設 概　　　　要

施　　設
年　間　利　用　人　数

備　考

※　平成23年3月11日の東日本大震災発生により、3月14日から31日まで開放中止

年　間　利　用　団　体　数
施　　設

施　　設

※　平成23年3月11日の東日本大震災発生により、3月14日から31日まで開放中止

概　　　　要

概　　　　要



⑧烏山中学校開放施設の運営 （単位：人）

平成22年度 平成21年度

プ ー ル 25ｍプール 49,890 52,033

ク ラ イ ミ ン グ ウ ォ ー ル 1,377 2,097

合 計 51,267 54,130 2,863人減

⑨梅丘中学校温水プールの運営 （単位：人）

平成22年度 平成21年度

プ ー ル 25ｍプール 58,059 61,326

合 計 58,059 61,326 3,267人減

⑩八幡山小地域体育館の運営 （単位：人）

平成22年度 平成21年度

　　　　 　　　　　　　 個人利用 2,671 1,475

　　　　　　　　　　　　団体利用 3,802 3,860

　　　　　　　　　 スポーツ教室　 18,349 20,724

合 計 24,822 26,059 1,237人減

⑪池尻小学校東側体育館の運営 （単位：人）

平成22年度 平成21年度

体 育 館 11,737 11,832

合 計 11,737 11,832 95人減

備　考

概　　　　要

備　考

施　　設 概　　　　要
年　間　利　用　人　数

備　考

概　　　　要
年　間　利　用　人　数

※　平成23年3月11日の東日本大震災発生により、3月14日から31日まで、時間短縮にて開放

体 育 館

年　間　利　用　人　数

施　　設

※　平成23年3月11日の東日本大震災発生により、3月14日から31日まで開放中止

施　　設 概　　　　要

※　平成23年3月11日の東日本大震災発生により、3月14日から31日まで、時間短縮にて開放

※　平成23年12月9日～13日に工事で開放中止
※　スポーツ教室の内訳　〔別表1参照〕

年　間　利　用　人　数
施　　設 備　考

※　平成23年3月11日の東日本大震災発生により、3月14日から31日まで開放中止



別表１　事業名　八幡山小地域体育館スポーツ教室(第5号事業)

定員 延参加者数

30 342

30 1,118

50 2,313

50 2,006

30 1,407

30 1,424

各10 173

10 9

各30 602

30 321

60 2,202

40 498

10 251

12 435

30組 1,013

60 2,572

20 603

14 476

30 584
毎週月曜日　　全49日

毎週土曜日　　全48日

毎週月曜日　　全49日

毎週水曜日　　全51日

毎週金曜日　　全47日

毎週木曜日　　全51日

毎週木曜日　　全51日

毎週土曜日　　全49日

毎週土曜日　　全48日

バ レ ー ボ ー ル
９ 人 制 小 学 生 以 上

健 康 体 操

毎週金曜日　　全46日

中 学 生 以 上

中 学 生 以 上

毎週金曜日　　全47日

バ レ ー ボ ー ル
小 学 生 以 上

毎週月曜日　　全47日

〔平成22年4月1日～平成23年3月31日〕

種　　　　目 実　施　日 備　考
対　　　　　　　象

毎週火曜日　　全51日

卓 球
小 学 ４ 年 生 以 上

小 学 ４ 年 生 以 上

毎週月曜日　　全49日

毎週木曜日　　全51日

空 手

1・2年生 10名
3～6年生 10名小 学 生

中 学 生 以 上
毎週木曜日　　全48日

毎週火曜日　　全52日

キ ッ ズ ダ ン ス
低学年30名
高学年30名小 学 生

ジ ャ ズ ダ ン ス
中 学 生 以 上

毎週火曜日　　全49日

毎週金曜日　　全46日

小 学 生 以 上

太 極 拳
小 学 生 以 上

小 学 生 以 上

な ぎ な た
小 学 生 以 上

バ ド ミ ン ト ン
小 学 5 年 生 以 上

親 子 体 操
2 ～ 5 歳 の 幼 児 と 保 護 者

フ ォ ー ク ダ ン ス
小 学 生 以 上

３ Ｂ 体 操 幼児は2歳以上から

制 限 な し

シ ョ ー ト テ ニ ス
小 学 生 以 上

合 気 道



平成22年度　事業報告書　（補足資料）

（１）スポーツ及びレクリエーション振興事業(第１号事業）
（単位：円）

参加費 その他 支出額に占める
参加費の割合 22年度 21年度

各 種
ス ポ ー ツ 教 室 4,066,000 2,271,454 1,114,700 0 49.1% 1,155 7,821
だ れ で も 、 ひ と り で も
参 加 で き る 教 室 115,154,000 84,000,036 90,925,130 0 108.2% 89,186 65,734
子 ど も の 体 力 ・ 基 礎 運 動
向 上 事 業 53,851,000 53,550,979 64,246,800 925,000 120.0% 19,849 12,314
成 人 ・ 高 齢 者 の 体 力 ・
基 礎 運 動 向 上 事 業 8,487,000 6,936,377 5,783,500 0 83.4% 5,836 806

各 種 ウ ォ ー キ ン グ
4,224,000 3,853,210 1,898,200 40,000 49.3% 993 926

競 技 大 会
26,086,000 24,124,303 1,334,000 0 5.5%

55,240･
54ﾁｰﾑ

49,019･
125ﾁｰﾑ

世田谷２４６ハーフマラソン
48,854,000 45,470,123 5,328,300 0 11.7% 2,672 3,479

ス ポ ー ツ 実 技 講 習 会
195,000 168,244 87,000 0 51.7% 225 359

体育施設管理士養成講習会
1,252,000 996,892 1,330,000 133.4% 364 0

ジ ュ ニ ア ス ポ ー ツ 教 室
3,182,000 2,654,137 1,552,900 0 58.5% 3,269 2,727

め ざ せ ト ッ プ ア ス リ ー ト
672,000 551,592 171,200 0 31.0% 207 297

子 ど も ス ポ ー ツ イ ベ ン ト
548,000 438,000 0 0 0.0% 1,278 1,148

ジ ュ ニ ア 育 成 事 業
2,479,000 2,865,144 0 2,500,000 0.0% 1,288 1,247

親 子 ス ポ ー ツ 観 戦 デ ー
39,000 39,021 0 0 0.0% 746 808

高齢者の生涯健康推進事業
4,243,000 3,594,965 1,907,000 0 53.0% 2,171 2,589

中高年の生涯健康推進事業
751,000 303,520 40,000 0 13.2% 50 52

運 動 ・ 水 泳 教 室
14,830,000 12,786,581 531,994 0 4.2% 1,473 1,377

各種スポーツ教室・イベント 2,697,000 2,185,087 567,000 0 25.9% 796 784
中 級 者
ス ポ ー ツ 教 室 0 0 0 0 0.0% ― 726

合　　　　　　　　計
292,944,000 247,988,076 177,187,724 4,540,000 71.5% 188,067 154,966

（２）スポーツ及びレクリエーション普及啓発事業(第２号事業）
（単位：円）

参加費 その他 支出額に占める
参加費の割合 22年度 21年度

区 民 ス ポ ー ツ ま つ り
7,365,000 7,099,657 0 0 0% 28,000 26,000

元 旦 あ る こ う 会
852,000 668,770 0 0 0% 1,030 997

ス ポ ー ツ の し お り
(Sports Information) の 発 行 4,724,000 4,626,878 0 0 0% ― ―
スポーツ ・レク リエーション
指 導 者 養 成 ・ 活 用 1,518,000 624,970 95,500 0 15% 186 117

合　　　　　計
14,459,000 13,020,275 95,500 0 1% 29,216 27,114

（単位：人）

（単位：人）

参加者数

サッカー

486・
22ﾁｰﾑ

412・
24ﾁｰﾑ

野球

バレーボール

事　業　名 当初予算額 支出額
備　　　考

支出額

468・
32ﾁｰﾑ

308・
24ﾁｰﾑ370,000 1,075,000 30.9%

事　業　名
備　　　考

当初予算額
参加者数

464・
32ﾁｰﾑ

319・
23ﾁｰﾑ

多 摩 川 流 域
ス ポ ー ツ 大 会

1,334,000 1,198,411



（３）スポーツ及びレクリエーション団体育成事業(第３号事業）

（単位：円）

参加費 その他
支出額に占める
参加費の割合 22年度 21年度

賛 助 会 員 選 手
強 化 助 成 960,000 900,000 0 0 0% ― ―
総 合 型 地 域
スポーツクラブ育成 3,020,000 2,222,877 0 0 0% ― ―

地域活動団体支援
599,000 399,576 0 0 0% ― ―

合　　　　　計
4,579,000 3,522,453 0 0 0% ― ―

（４）区から受託するスポーツ及びレクリエーション事業（第４号事業）

（単位：円）

参加費 その他
支出額に占める
参加費の割合 22年度 21年度

ス ポ ー ツ 施 策
振 興 事 業 1,403,000 903,214 0 0 0% 229 194

合　　　　　計
1,403,000 903,214 0 0 0% 229 194

 217,512 182,274
131
チーム

２０５
チーム

（５）区から受託する社会体育施設の管理及び運営(第５号事業）

（単位：円）

世田谷区立総合運動場
及び千歳温水プール管
理運営業務 629,832,000 600,109,412 214,234,640 0 35.7% 1,147,961 1,197,135

28,021 32,234

240,937 239,423

475 511

52,431 54,693

28,496 32,745

1,858,804 1,552,794

事　業　名 当初予算額 支出額 施設利用料金 その他
支出額に占める
施設利用料金の

割合

合　　　　　計

1,102,982,000 1,019,806,104 214,234,640 0 ―

事　業　名 当初予算額 支出額

参加者数

事　業　名 当初予算額 支出額

198,155,000 187,366,504 ― 0

備　　　考 参加者数

備　　　考

22年度 21年度

世田谷区立大蔵第二運
動場の管理運営業務

学校開放施設等の運営
業務

延参加者数
　（第1～4号事業）

―

尾山台地域体育館及び
民間スポーツ開放施設の
運営業務 26,549,000 25,731,608 ― 0 ―

417,475 61,543248,446,000 206,598,580 ― 0 ―

団体

個人

団体

個人

団体

個人

団体

個人

個人 個人

個人 個人

個人 個人

団体 団体



 契約件名  契約年月日  契約の相手方

 世田谷区立総合  平成22年   世田谷区  1．財団法人世田谷区スポーツ振興財団

 運動場及び千歳 4月1日 　　は世田谷区から2施設の指定管理者に

 温水プール管理 　　指定された。

 運営(指定管理者) 　　管理運営業務の範囲は以下のとおり。

 業務 　 　（1）総合運動場

　　　①大蔵運動場体育館及び屋外施設

ア． 管理サービス業務

イ． 保守業務

ウ． 建物衛生管理業務

エ． 清掃業務

　　　②大蔵運動場水泳場

ア． 管理サービス業務

イ． 保守業務

ウ． 建物衛生管理業務

エ． 清掃業務

オ． 警備業務

　　　③二子玉川緑地運動場

ア． 管理サービス業務

イ． 保守業務

ウ． 清掃業務

エ． 警備業務

     （2）千歳温水プール

ア． 管理サービス業務

イ． 保守業務

ウ． 建物衛生管理業務

エ． 清掃業務

オ． 警備業務

 2．協定締結期間は以下のとおり。

     （1）総合運動場

　　　 平成21年4月1日～平成24年3月31日

     （2）千歳温水プール

　　　 平成21年4月1日～平成26年3月31日

契     約     要     旨

３　重要な契約の概要 



 契約件名  契約年月日  契約の相手方

 尾山台地域体育館  平成22年  世田谷区  1．財団法人世田谷区スポーツ振興財団は

 管理運営業務委託 4月1日      世田谷区から下記事業を受託した。

 及び民間スポーツ 　　 （1）尾山台地域体育館

 開放施設の運営 ア． 施設の管理・運営

 業務委託 イ． 区民・利用団体との連絡調整

ウ． 使用料の収納・払込み

　　 （2）民間スポーツ開放施設

ア． 利用予約に関すること

 2．契約期間は平成23年3月31日までとする。

 大蔵第二運動場管理  平成22年  世田谷区  1．財団法人世田谷区スポーツ振興財団は

 運営業務及び収納事 4月1日      世田谷区から下記事業を受託した。

 務委託 ア． 施設管理運営業務

イ． 点検保守業務

ウ． 運転・監視業務

エ． 清掃業務

オ． 建物環境衛生管理業務

カ． 樹木等管理業務

キ． 夜間機械警備業務

ク． 施設内外巡回警備業務

ケ． 駐車場警備業務

コ． 屋外施設等管理業務

サ． トレーニングルーム等運営業務

シ． トレーニングルーム機器保守等業務

ス． ゴルフ練習場設備機器維持管理業務

セ． ゴルフ練習場早朝打席管理

及び集球業務

ソ． 屋外プール運営業務

タ． その他、施設管理運営に係る業務

チ． 使用料収納業務

 2．契約期間は平成23年3月31日までとする。

契     約     要     旨



 契約件名  契約年月日  契約の相手方

 学校開放施設等の  平成22年   世田谷区  1．財団法人世田谷区スポーツ振興財団は

 運営業務委託 4月1日        世田谷区から下記事業を受託した。

ア． 学校開放日程の調整と世田谷

区公共施設利用案内システム

の運営管理

イ． けやきネットの運用に関すること

ウ． 優先予約・減免処理の受付

エ． 学校開放施設の修繕及び開放

用消耗品の購入

オ． 学校施設利用団体と学校及び

その周辺との連絡、調整

カ． 少年団体の登録・更新に関すること

キ． 昼間中学校格技室開放

ク． 夏季中学校プール開放

ケ． 弦巻中学校トレーニングルーム

の運営及び付帯設備・物品の維持管理

コ． 八幡山小地域体育館の運営及び

付帯設備・物品の維持管理

サ． 太子堂中学校温水プールの運営

及び付帯設備・物品の維持管理

シ． 玉川中学校温水プールの運営

　 及び付帯設備・物品の維持管理

ス． 烏山中学校温水プールの運営

及び付帯設備・物品の維持管理

セ． 池尻小学校東側体育館の運営

及び付帯設備・物品の維持管理

ソ． 梅丘中学校温水プールの運営

及び付帯設備・物品の維持管理

タ． 学校開放実績の把握・統計資料

作成

チ． 世田谷区内都立高校の学校開放

事業への協力

契     約     要     旨



 契約件名  契約年月日  契約の相手方

ツ． 学校施設使用料の収納及び払込

業務

 2．契約期間は平成23年3月31日までとする。

契     約     要     旨



 ４　処務の概要

 （１）役員等に関する事項

       ア　役員名簿

役 職 名 氏   　名 　任　　期　
 常勤・
非常勤

報酬等 法人以外の現職  備    考

平成22年4月1日～

平成24年3月31日（※1）

 日本ティーボール協会

　　　　　　　　　　　　世田谷区連盟副会長

平成22年4月1日～

平成24年3月31日（※2）

　※1　任期は、寄附行為上の任期（2年）を記載しているが、平成23年4月1日に公益財団へ移行したため、

　　　　実際の任期は平成22年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結の時までとなる。

　※2　任期は、寄附行為上の任期（2年）を記載しているが、平成23年4月1日に公益財団へ移行したため、

　　　　実際の任期は平成24年度のうち最終のものに関する定時評議員会の終結の時までとなる。

 広谷　五郎

理　　事 非常勤  東京農業大学教授

元　 世田谷区教育委員会委員長

〃 大門　芳行

 世田谷区ゴルフ連盟理事長

 日本女子体育大学教授

〃 世田谷区立小学校長会会長

常務理事  齋藤　泰藏 常勤 無

理　　事

〃

〃

〃

〃 〃

〃

理 事 長

 （財）世田谷区ｽﾎﾟｰﾂ振興財団事務局長

 野原　明 常勤 有

〃

〃

 公認会計士

〃

〃

監　　事

 樫村　修生

理　　事 〃

〃

 泉谷　憲俊

監　　事

理　　事  泉　長顯

 岡村　透

理　　事

〃

〃

 本橋　順二

 山縣　俊明

理　　事 〃

理　　事

理　　事  世田谷区バレーボール連盟副会長

〃

〃

 世田谷区スポーツ振興担当部長 山﨑　廣孝

 世田谷区柔道会理事長

〃

 服部　武夫

 世田谷区会計室会計課長

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃〃



       イ　評議員名簿

役 職 名 氏       　名 任　　期
 常勤・
非常勤

報酬等 法人以外の現職  備    考

平成22年4月1日～

平成24年3月31日(※1）

 国立成育医療研究センター

　　　　生殖・細胞医療研究部部長

 （公財）世田谷区保健センター

          総合福祉センター相談訓練課長

 東深沢スポーツ・文化クラブ

　　　　　　　　　　　　クラブマネージャー

　※1　任期は、寄附行為上の任期（2年）を記載しているが、平成23年4月1日に公益財団へ移行したため、

　　　　 実際の任期は公益財団の移行登記の前日（平成23年3月31日)までとなる。

〃 渡辺　征

〃  国士舘大学准教授

〃

評 議 員

〃

 栗山　和久

 山田　則光 〃

〃

 山中　宗二

〃

評 議 員  澁谷　直子

評 議 員

〃

評 議 員

評 議 員  細越　淳二 〃 〃

 NHK放送技術研究所総務部長

〃

〃

 梅澤　明弘 〃

 小沼　和夫 〃

〃

評 議 員 〃

〃

評 議 員

〃

評 議 員  山内　彰

評 議 員  風間　ゆたか

評 議 員  板井　斎

評 議 員  岸　武志

 荒井　聖兒

評 議 員

評 議 員

〃

 世田谷区剣道連盟会長

〃

評 議 員 〃

〃評 議 員  田中　優子

評 議 員

〃

 上川　あや

評 議 員  亀谷　智恵子

 世田谷少年サッカー連盟事務局長

 日本体育大学教授評 議 員  冨田　幸博

〃

 世田谷区議会議員

〃 〃

〃

〃

〃 〃

〃

〃

〃

無

〃

〃

〃

〃

 世田谷区議会議員

 世田谷区議会議員

 世田谷区議会議員

 世田谷区議会議員

 世田谷区議会議員

非常勤

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃 〃

 世田谷区陸上競技協会理事長

 カネボウ陸上競技部コーチ

〃  世田谷区健康体操連盟会長

 世田谷区商店街連合会青年部部長

〃

〃 〃

 高岡　寿成 〃



 (2)職員に関する事項

氏　　名

 齋藤　泰藏

 事務局次長  後藤　敏朗

 北村　正文

 管理係主任主事  小野　道子

 管理係主事  鈴木　幸恵

 管理係主事  松本　竜太

 駒場　忠則

 事業係主任主事  久木田 謙介

 事業係主事  石井　大輔

 事業係主事  前川　猛

 事業係主事  佐藤　匡廣

 武田　基一

 鈴木　靖夫

 施設係主事  金子　智生

 川端　幸成

 岡元　成未

 施設係再任用  馬場 百〄代

 栃本　幸紀

 竹尾　宏之

 上妻　洋

 民谷　明弘

 澁谷　和利

 岡崎　巌

 井戸上　和弘

 川村　いづみ

 事業係主事

 事業係長

平成22年10月1日付　施設係から異動

平成19年4月1日

 千歳温水プール管理事務所
 主事

平成22年4月1日

 施設係主事 平成20年12月1日

平成19年4月1日

 事 務 局 長

平成22年4月1日

平成13年4月1日
 千歳温水プール管理事務所
 主任主事

平成21年4月1日

 大蔵第二運動場管理事務所
 フロント係主事

平成22年10月1日付　施設係から異動

 大蔵第二運動場管理事務所
 フロント係主任主事

平成22年1月13日

平成20年4月1日

 大蔵第二運動場管理事務所
 庶務係主事

 管理係長

平成20年4月1日

平成16年4月1日

 世田谷区からの派遣(ｽﾎﾟｰﾂ振興担当部ｽﾎﾟｰﾂ振興課主査)

平成20年4月1日

平成20年4月1日

平成11年4月1日

職　 名　 等 備    　　   考就 任 年 月 日

 世田谷区からの派遣(ｽﾎﾟｰﾂ振興担当部副参事)

平成11年4月1日

平成22年4月1日

平成22年4月1日

 世田谷区からの派遣(ｽﾎﾟｰﾂ振興担当部ｽﾎﾟｰﾂ振興課係長)

平成21年12月1日

平成22年1月13日

 施設係主事

平成21年12月1日

 大蔵第二運動場管理事務所
 庶務係主任主事

平成21年12月11日

 大蔵第二運動場管理事務所
 フロント係長

平成11年4月1日

 施設係長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成19年4月1日

平成22年10月1日付 千歳温水プール管理事務所長を兼務

 大蔵第二運動場管理事務所
 管理事務所長

平成22年1月26日

平成22年4月1日



 (3)役員会等に関する事項

  ①理事会

開催年月日

 可 決

　　　　　　　　　定款の変更

 　　　　　　　 　評議員並びに役員の報酬等及び費用弁償に
 可 決

 　　　　　　　   公益財団法人世田谷区スポーツ振興財団
 可 決

　　　　　　　　　関する規程の制定

 可 決

 　　　　　　　   公益財団法人移行後の最初の役員（理事長・

 議案第 8号　会員規程の一部改正  可 決

 議案第10号　平成22年度収支予算の補正(第2次)

 議案第 9号　公益認定に係る申請（本申請）  可 決

 可 決

 議案第14号　組織規程の一部改正

平成22年
 4月1日
       (木)

平成22年
5月28日
       (金)

 議案第 3号　平成21年度事業報告及び決算

 議案第 4号　平成22年度収支予算の補正(第1次)

平成23年
2月22日
       (火)

平成22年
9月28日
       (火)

 議案第12号　規程の題名等を一括改正する規程の制定  可 決

 議案第13号　役員報酬規程等を廃止する規程の制定

件　　　　　　　　　　名

 議案第11号　平成23年度事業計画及び収支予算

会  議  の  結  果

 可 決

 議案第15号　公印規程の一部改正  可 決

　　　　　　　　　常務理事）の選任

 可 決

 野原明を理事長、齋藤泰藏を常務理事に選出した。

 後藤敏朗事務局次長を選任した。

 野原明を理事長、齋藤泰藏を常務理事に選出した。

 議案第 1号　理事長及び常務理事の互選

 議案第 2号　評議員選定委員の選任

 議案第16号　平成23年度第1回評議員会の招集  可 決

 可 決

議案第 7号

議案第 5号

議案第 6号



  ②評議員会

開催年月日

平成23年
2月22日
       (火)

 諮問第 8号　平成23年度事業計画及び収支予算  承 認

 諮問第 9号　規程の題名等を一括改正する規程の制定  承 認

 諮問第10号　役員報酬規程等を廃止する規程の制定  承 認

 諮問第11号　組織規程の一部改正  承 認

 諮問第12号　公印規程の一部改正

 承 認

 承 認

 承 認

 諮問第 7号　平成22年度収支予算の補正(第2次)  承 認

 諮問第 6号　公益認定に係る申請（本申請）

 諮問第 5号　会員規程の一部改正  承 認

 　　　　　　　 　評議員並びに役員の報酬等及び費用弁償に

　　　　　　　　　関する規程の制定

 可 決
　　　　　　　　　定款の変更

 承 認

会  議  の  結  果

平成22年
5月28日
       (金)

　　　　　　　　　常務理事）の選任

 　　　　　　　   公益財団法人世田谷区スポーツ振興財団
平成22年
9月28日
       (火)

件　　　　　　　　　　名

 　　　　　　　   公益財団法人移行後の最初の役員（理事長・
 承 認

 承 認 諮問第 2号　平成22年度収支予算の補正(第1次)

 諮問第 1号　平成21年度事業報告及び決算

諮問第 4号

諮問第 3号

議案第 1号



 (4)登記事項

      ①理事変更登記

   　   平成22年  8月 11日　登記

   　   理事2名の就任、7名の退任

 (5)寄附金等に関する事項

寄  　附  　者  寄附金額 受　領　日 備　　　考

東京コカ・コーラボトリング株式会社 25,794円 平成22年5月20日

東京コカ・コーラボトリング株式会社 30,902円 平成22年6月21日

東京コカ・コーラボトリング株式会社 37,082円 平成22年7月20日

東京コカ・コーラボトリング株式会社 44,825円 平成22年8月20日

東京コカ・コーラボトリング株式会社 54,775円 平成22年9月21日

東京コカ・コーラボトリング株式会社 39,667円 平成22年10月20日

東京コカ・コーラボトリング株式会社 30,772円 平成22年11月22日

東京コカ・コーラボトリング株式会社 25,001円 平成22年12月20日

東京コカ・コーラボトリング株式会社 17,666円 平成23年1月20日

東京コカ・コーラボトリング株式会社 18,067円 平成23年2月21日

東京コカ・コーラボトリング株式会社 17,657円 平成23年3月22日

東京コカ・コーラボトリング株式会社 14,967円 平成23年3月31日

357,175円

〃

〃

〃

〃

 合　　　　　　計

寄　附　の　目　的

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの振興

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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